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広報なか１２月号３

　

国
内
最
大
の
文
化
の
祭
典
、
国
民
文
化
祭
が
県

内
各
地
で
催
さ
れ
る
中
、
那
珂
市
で
は
「
国
民
文

化
祭
」・
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８

が　

月
２
日
、
３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１１

　

例
年
は
、
夏
に
開
催
す
る
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
。
主
役
と
言
え
る
夏
の
花「
ひ
ま
わ
り
」

を
、
水
戸
農
業
高
等
学
校
の
協
力
に
よ
り
、
開
催

期
間
に
合
わ
せ
た
開
花
の
研
究
が
進
め
ら
れ
、
見

事
に
実
現
。　

万
の
大
輪
が
会
場
内
外
に
輝
き
、

２５

訪
れ
た　

万
７
千
人
の
多
く
の
観
光
客
を
歓
迎
し

１６

ま
し
た
。

　

会
場
内
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
仕
切
り
な
し
に

催
さ
れ
、
夏
の
熱
気
を
呼
び
戻
す
大
変
な
賑
わ
い

を
見
せ
ま
し
た
。
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４

着
付
の
体
験
、
琴
の
演
奏

会
が
行
わ
れ
、
そ
し
て
、

会
場
内
に
日
本
庭
園
が
造

ら
れ
る
な
ど
和
の
空
間
が

広
が
り
ま
し
た
。

　

屋
内
ア
リ
ー
ナ
で
は
、
い
け
ば
な
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
、
盆
栽
、
風
景
写
真
が
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
た

ほ
か
、
い
け
ば
な
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
お
茶
、



広報なか１２月号５

　国民文化祭協賛事業として、那珂市文化協会主催
「第４回　那珂市文化祭」が１１月１日から３日にかけて
中央公民館で開催されました。
　芸能、器楽、舞踊、百趣部会ステージ発表や、吹奏
楽の演奏、美術、文学、書道、手工芸の作品が数多く
展示され、那珂市に溢れる文化が一堂に会しました。
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��������� （順不同・敬称略）

■市自治功労者優遇規則に基づく表彰 ………………… 
雨川和幸（市議会議員・堤）／石川憲男（同・菅谷）／間
宮一（同・飯田）／萩谷俊行（市消防団第３分団第１部
班長・額田北郷）／福田仁（市消防団第３分団第３部部
長・額田南郷）／吉成一男（市消防団第３分団第３部団
員・額田北郷）／岩佐政則（同・額田北郷）／根本静江
（青少年育成に貢献・東木倉）

■市表彰規則に基づく表彰 ……………………………… 
�田義雄（民生委員・児童委員・戸）／神尾多門（同・
菅谷）／椎名猛博（同・額田南郷）／金子堅太郎（前民生
委員・児童委員・西木倉）／中村よし子（同・中台）／
海野幸�（同・鴻巣）／嶋根はるい（同・静）／大曽根み
どり（同・静）／川澄一夫（市医・学校歯科医・静）／山
口博（市環境審議会委員・菅谷）／舟橋惠子（同・額田
南郷）／小森友子（同・菅谷）／中庭正人（前市環境審議
会委員・横堀）／越田久次郎（同・菅谷）／小室榮（市消
防団第２分団第１部班長・本米崎）／小澤力男（市消防
団第２分団第２部団員・向山）／初瀬剛（市消防団第４
分団第１部団員・門部）／吽野正和（市消防団第５分団
第１部班長・鴻巣）／高畑誠也（同団員・鴻巣）／小田
倉守（市消防団第５分団第２部班長・飯田）／山崎裕司
（同・飯田）／星誠（市消防団第５分団第３部団員・戸

崎）／海野誠（市消防団第６分団第１部団員・後台）／
檜山勝広（市消防団第７分団第１部部長・戸）／茅根進
（市消防団第７分団第２部部長・田崎）／茅根健司（同
団員・田崎）／飛田吉�（市消防団第７分団第３部団
員・下江戸）／森井一雄（統計調査員・平野）／関進二
（同・平野）／山�和雄（同・菅谷）／加藤晴男（同・菅
谷）／秋山光男（同・田崎）／秋山光子（食生活改善推進
員・下大賀）／秋山其枝（同・古徳）／秋山梅子（同・後
台）／石川フサ（同・菅谷）／内山さき子（同・後台）／
河原井房子（同・菅谷）／木名瀬貴久子（同・額田南郷）
／清水美喜子（同・額田南郷）／寺門きぬゑ（同・後台）
／平野智子（同・菅谷）／菅谷婦人防火クラブ（火災予
防の高揚と安全な地域社会づくり活動に尽力）／飯田
女性防火クラブ

（同）／見験学楽瓜
連の会（環境美化
に貢献）／市野沢
伊司（同・瓜連）／
環缶グループ（教
育の振興に貢献）
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勢の発展、振興に尽くさ
れたかたを顕彰し、表彰

する平成２０年度那珂市表彰式典
が１１月８日、市総合センターら
ぽーるで開催され、今年度は５１
人、４団体の皆さんが受賞され
ました。
　式典では、小宅市長が「多年
にわたる地道な努力の積み重ね
によりそれぞれの分野で市民の
模範となる優れた功績を残され
ました。今後ともその優れた見
識と豊富な経験を生かされ、那
珂市のさらなる発展にお力添え
を心からお願い申し上げます」
とあいさつ。受賞者に表彰状と
記念品が贈呈されました。
　受賞されたかたは、次のとお
りです。

市

■代表して謝辞を述べる民生委員・
児童委員の�田義雄さん（写真左）
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皆様、おめでとうございます
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■感謝状を受けた永井信さん（写真右）
と小田部幸行さん（写真左）

��������
���������	
�����

　「統計の日（１０月１８日）」を記念して１０月３０
日、農林水産大臣感謝状伝達式が行われま
した。
　市内からは、永井信さん（豊喰）、小田部
幸行さん（戸）にそれぞれ農林水産大臣感
謝状が授与されました。永井さんは２５年以
上、小田部さんは１０年以上の永きにわた
り、農業経営統計調査に協力され、農林水
産統計情報の推進に貢献されました。

【農業経営統計調査】
　農業経営統計調査とは、
農家の経営および生産費
の実態を明らかにし、農業
行政の基礎資料とするも
のです。調査結果は、農林
水産省が実施する各種農
業施策のために幅広く活
用されています。

閣府から11月３日、秋の叙勲が
発表され、市内では坂倉侃さん

が受章されました。また同日、危険性
の高い業務に従事したかたに贈られる
危険業務従事者叙勲も発表され、市内
では、来栖武雄さん、和田信秀さん、
綿引哲彦さんが受章されました。

内

元警視正／来栖さんは、昭
和２８年に茨城県警察に奉
職。県警察学校副校長のほ
か県警本部交通機動隊長、
取手署長などを歴任し、警
務部参事官兼監察課長で退
官するまでの４０年間、地域
の治安の維持にご尽力され
ました。警備出動時に他部隊で殉職者が出た成田
空港建設反対闘争や関東鉄道常総線列車衝突事故
などの事件が特に思い出に残っているという来栖
さん。「これからも精進していきます」とにこやか
に語ってくださいました。

瑞
宝
双
光
章

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

元水戸区検察庁副検事／昭
和４３年に検察官副検事に任
官した坂倉さんは、東京地
方検察庁および水戸地方検
察庁で２５年間検察官として
勤務され、平成５年に退か
れるまで、厳正公平に国家
社会の治安維持にご尽力さ
れました。現在もこれまでの経験を活かし、水戸
地方検察庁で被害者支援員として犯罪被害者を支
援したり、那珂市社会福祉協議会で心配ごと相談
員として市民の相談を受けたりするなどますます
活躍されています。

瑞
宝
小
綬
章

�
��

�
���

�
�
�
�
�
�

つ
よ
し

元３等陸尉／陸上自衛隊に
昭和４４年に入隊された綿引
さん。３１年間の多くを河川
の氾濫、山火事、震災など
の災害発生時に、直ちに現
場の情報収集・整理の任務
に就く、施設教導隊２科に
勤務されました。「いつで
も対応できるように準備してきました」と、危機
管理の最前線で活動されてきた綿引さんは「今ま
での行ってきたことが認められ、素直に嬉しく思
います」と、今回の受章について笑顔で話してい
ただきました。

瑞
宝
単
光
章

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

元警視正／昭和３０年に茨城
県警察に奉職された和田さ
んは、特別機動警ら隊長を
はじめ、大宮結城警察署
長、県警本部交通部運転教
育課長を歴任。平成５年に
退職された後も自動車安全
運転センターに就き、子ど
もの交通安全について指導するなど地域安全活動
に従事されました。「生涯の誇りであり、若いこ
ろの苦労も良い思い出となっといます」と、受章
の喜びとともに尽力されてきた日々を振り返って
いただきました。

瑞
宝
双
光
章

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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茨
城
県
み
ん
な
の
食
育
ス
ロ
ー
ガ
ン

�
�
�
�
�

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
、
食
育
に
つ
い
て
何
か
ら
始
め
た
ら
よ
い
の
か
、
基
本

と
な
る
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
易
く
示
し
た
の
が
「
み
ん
な
の
食
育
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
で

す
。
生
涯
を
と
お
し
て
健
全
な
心
と
身
体
を
つ
く
る
基
礎
と
な
り
、
私
た
ち
が
生
き

て
い
く
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
食
」
に
つ
い
て
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
か
ら

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�

�

【
食
育
推
進 

３ 
】

　

茨
城
県
で
は
、
家
庭
・
保
育
所
・
学

校
・
地
域
・
保
健
医
療
・
農
林
漁
業
者
・

食
品
関
連
事
業
者
・
行
政
な
ど
が
一
丸
と

な
っ
て
県
民
運
動
と
し
て
取
り
組
む
ポ
イ

ン
ト
を
定
め
て
い
ま
す
。

関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て

 

取
り
組
む
県
民
運
動

「
み
ん
な
の
食
育
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

 

普
及
運
動

�
�
�
�

「
食
育
の
日
（　

日
）」
は
ス
ロ
ー
ガ
ン

１９

チ
ェ
ッ
ク
で
食
生
活
の
見
直
し

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�

ス
ロ
ー
ガ
ン
チ
ェ
ッ
ク
運
動
を
推
進

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�

「
食
育
の
日
」
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

�
�
�
�
�
�
�
�
	



リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
街
頭
配
布

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



ポ
ス
タ
ー
・
の
ぼ
り
掲
示
、
店
舗
で
の
食

育
イ
ベ
ン
ト
開
催
、「
食
育
の
日
」
関
連
商

品
の
提
供

�
�
�
�
�
�
�
�

「
食
育
実
践
大
会
」
開
催

�
�
�
�
�
�

「
み
ん
な
の
食
育
ス
ロ
ー
ガ
ン
」普
及
活
動

の
取
り
上
げ

����������������������

����������������������

�
は
よ
う
、
ご
は
ん
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

�
た
だ
き
ま
す
、
ご
ち
そ
う
さ
ま
を
い
い

ま
し
ょ
う
。

�
っ
か
り
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

�
ば
ら
き
の
食
べ
物
を
味
わ
い
ま
し
ょ

う
。

�
か
よ
く
み
ん
な
で
食
事
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

「
朝
ご
は
ん
食
べ
た
？
」

 

声
か
け
運
動

�
�
�
�

早
寝
早
起
き
、
食
卓
を
囲
ん
で
朝
ご
は

ん
、
家
族
や
仲
間
へ
の
声
か
け

�
�
�
�
�
�

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」国
民
運
動
を
通

じ
た
声
か
け
の
推
進

�
�
�
�
�

子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
声
か
け
、
連
絡
帳

の
活
用

�
�
�
�
�
�
�
�
	



地
域
で
の
声
か
け
、
朝
ご
は
ん
必
食
ア
イ

デ
ア
の
提
供

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�

簡
単
朝
食
の
組
合
せ
、
広
報
誌
に
よ
る
周

知��
�
�
�
�

各
地
の
「
朝
ご
は
ん
食
べ
た
？
」
声
か
け

運
動
の
取
り
上
げ

「
い
ば
ら
き
の
味
を
楽
し
む
」運
動

�
�
�
�

旬
の
食
材
や
行
事
食
を
味
わ
う
、
と
き
に

は
親
子
で
料
理

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�




�
�
�

「
い
ば
ら
き
の
味
」
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

体
験
受
け
入
れ
や
料
理
教
室
の
開
催
、
導

入
。
人
材
の
育
成
・
確
保
、
地
域
特
産
物

や
「
い
ば
ら
き
の
味
」
情
報
発
掘

�
�
�
�
�
�
�
�

う
ま
い
も
ん
ど
こ
ろ
食
彩
運
動
を
通
じ
た

「
い
ば
ら
き
の
味
」
普
及
、「
い
ば
ら
き
の

味
」
を
生
か
し
た
「
茨
城
県
版
食
生
活
ガ

イ
ド
」
作
成

�
�
�
�
�
�
�
�
	

郷
土
食
を
取
り
入
れ
た
特
産
物
開
発
や
体

験
観
光
の
推
進

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
い
ば
ら
き
の
味
」
特
集

茨
城
県
食
育
推
進
計
画
の
基
本
理
念

「
食
育
を
通
じ
て
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
全
な

心
身
を
培
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
」

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�
�
�
�
�
�
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こ
の
よ
う
な
県
民
運
動
と
し
て
の
幅
広

い
活
動
や
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
十
分
に
活
か
し
て
、
継
続

的
に
食
育
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

で
は
、
私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り
が
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
自
ら

健
康
に
留
意
し
、
健
康
な
状
態
を
維
持
で

き
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
で
す
。
更
に
、

地
域
・
学
校
・
職
場
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
の
、
自
主
的
・
積
極
的
な
取
り
組
み

に
加
え
、
行
政
な
ど
が
行
う
取
り
組
み
に

参
加
す
る
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
家
族
が
食
卓
を
囲
む
中

で
、
食
事
を
作
る
人
や
食
べ
物
を
生
産
す

る
人
へ
の
感
謝
の
心
を
育
て
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

那
珂
市
で
は
、
食
育
に
か
か
わ
る
幅
広

い
分
野
に
つ
い
て
学
校
や
家
庭
、
地
域
な

ど
と
行
政
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、　

人
の
委
員
か
ら
な
る
那

１４

珂
市
食
育
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
８
月

に
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
発
育
に
応
じ
た
食
育
」「
生

活
習
慣
病
予
防
の
食
育
」「
地
産
地
消
と
食

に
関
す
る
理
解
と
関
心
の
増
進
」
を
３
つ

の
柱
と
し
、
那
珂
市
の
特
色
を
生
か
し

た
、
市
民
が
自
ら
行
動
で
き
る
計
画
を
策

定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
食
を
め
ぐ
る
現
状
は
危
機
的

な
状
況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
那
珂
市
に

お
い
て
も
、
健
全
な
食
生
活
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
り
、
例
え
ば
、
朝
食
を
取
ら
ず
に
登

校
し
た
り
、
栄
養
の
偏
り
や
食
習
慣
の
乱

れ
が
子
ど
も
を
含
め
て
見
受
け
ら
れ
、
肥

満
や
生
活
習
慣
病
の
増
加
、
過
度
の
や
せ

問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
楽
し
く
食
卓
を
囲
む
機
会

や
伝
統
あ
る
食
文
化
の
継
承
な
ど
を
含

め
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
を
含
め
関
係
者

な
ど
が
連
携
し
た
取
り
組
み
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
３
つ
の
柱
を
基
に
計
画
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
発
育
に
応
じ
た
食
育

　
「
食
育
」と
い
う
も
の
は
生
き
る
う
え
で

の
基
本
で
あ
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
食

育
に
関
心
を
持
ち
、
日
常
生
活
の
中
で
積

極
的
に
実
践
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め

食
育
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
は

も
ち
ろ
ん
、
家
庭
や
地
域
、
学
校
、
保
育

所
、
幼
稚
園
、
職
場
、
農
業
者
、
関
係
団

体
、
行
政
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
た
活
動
を
、
自
分
た

ち
の
意
思
や
判
断
に
基
づ
い
て
取
り
組

み
、
市
民
運
動
と
し
て
連
携
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま

す
。

　

そ
の
基
と
な
る
の
が
、
３
つ
の
柱
で
す
。

　
「
子
ど
も
の
発
育
に
応
じ
た
食
育
」に
つ

い
て
は
、
食
を
と
お
し
て
健
康
な
子
ど
も

を
育
て
、「
生
活
習
慣
病
予
防
の
食
育
」
に

つ
い
て
は
、
食
生
活
と
食
習
慣
か
ら
健
康

を
維
持
し
、「
地
産
地
消
と
食
に
関
す
る

関
心
と
増
進
」
に
つ
い
て
は
、
食
に
関
し

理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
情

報
提
供
な
ど
を
行
う
と
し
ま
し
た
。

生
活
習
慣
病
予
防
の
食
育

　

上
記
に
記
し
た
「
市
民
運
動
と
し
て
の

必
要
性
」
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
市
民
や

地
域
が
自
ら
行
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に

応
じ
た
食
育
活
動
・
連
携
・
情
報
提
供
な

ど
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
計
画
策
定
に
関
し
ま
し
て
、
今

後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
市

民
の
一
人
と
し
て
、
家
庭
の
一
員
と
し

て
、
関
係
機
関
の
一
員
と
し
て
、
食
育
促

進
の
た
め
の
自
ら
の
行
動
な
ど
、
幅
広
い

ご
意
見
を
募
集
し
て
い
き
ま
す
。

地
産
地
消
と
食
に
関
す
る

　
　
　

理
解
と
関
心
の
増
進

「
食
育
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
」

〇
茨
城
県
保
健
福
祉
部
保
健
予
防
課

 

�
３
０
１
・
３
２
２
９

〇
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ひ
だ
ま
り
」

　

市
健
康
推
進
課　

総
務
企
画
係

 

�
２
７
０
・
８
０
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１

３
つ
の
柱

�
�
�
�
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�
�
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�
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市
民
運
動
と
し
て
の
必
要
性

自
ら
が
行
う
推
進
計
画



ー 第1次母子保健計画 ー ー 第1次母子保健計画 ー 

問い合わせ　健康推進課母子保健係 
　　☎２７０－８０７１ 

１０

�

�

　
「
健
や
か
親
子
那
珂　

〜
第
１
次
母
子

２１

保
健
計
画
〜
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、「
健

や
か
親
子
那
珂　

推
進
連
絡
会
議
」
を
１

２１

月　

日
に
設
置
し
ま
し
た
。

３１

　

同
会
議
は
、
総
合
的
な
計
画
の
推
進
を

図
る
た
め
の
全
体
会
（
全
委
員
で
構
成
）

と
そ
の
下
部
の
４
つ
の
分
科
会
で
組
織
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
同
会
議
の
推
進
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

３
月
と
６
月
の
全
体
会
で
は
、
委
員
一

人
ひ
と
り
が
本
計
画
の
概
要
や
重
点
課
題

等
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
６

月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
に
、
分
科
会
ご
と

に
会
議
を
開
き
、
計
画
書
の
目
標
達
成
の

た
め
の
実
施
計
画
案
を
立
て
ま
し
た
。
こ

の
実
施
計
画
案
は　

月　

日
に
開
催
し
た

１０

１４

全
体
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
平
成

　

年
度
（
計
画
の
最
終
年
度
）
ま
で
の
実

２３施
計
画
と
し
て
、
各
分
科
会
が
中
心
に
な

り
、
母
子
保
健
関
連
事
業
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。 

（
文
中
、
敬
称
略
）
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標目 【現状値】 計画実施

【思春期分科会】リーダー　玉川祐美子（健康推進課保健師）／副リーダー　
浅野和好（生涯学習課係長）／委員　海野恭子（食生活改善推進員）、藤田慎
一郎（学校教育課指導主事）、鈴木洋子（二中保健主事）、鵜沼佳代子（瓜連小
養護教諭）、塚原美帆（一中養護教諭）、塚田瑞穂（瓜連学校給食センター係
長）、中山友子（健康推進課課長補佐）、伊東律子（同保健師）
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標目 【現状値】 計画実施

【妊娠期分科会】リーダー　初瀬幸代（健康推進課保健師）／副リーダー　小林邦彦（学校教育課係長）／委員　高宮節子（食生活改善推
進員）、加藤友子（菅谷西幼稚園教務）、鈴木俊三（健康推進課保健師）、和田圭子（同管理栄養士）

①中学生女子のやせの割合を減らします

【中３女子１．８％（平成１７年度学校健診）】
②小中学生の肥満の割合を減らします

【小学男子１２．５％女子９．２％、中学男子１４．１％女子１２．５％（平
成１７年度学校健診）】
③朝食を食べない小中学生をなくします

【小学生４．２％、中学生６％（平成１８年度学校健康度判定）】
④中学生の喫煙と飲酒をなくします

⑤小学６年生の１人当たりの平均虫歯数を減らします

【２．１本（平成１８年度学校健診）】

○児童生徒および保護者を対象に食事や運動、喫煙と飲酒につい

てのアンケートとその分析をします

○学校健康診断結果や歯科健診結果から、小中学生の体格や虫歯・

歯周疾患状況の分析をします

○上記を基に各学校の保健体育の授業や学級活動を推進します。

また、家庭教育学級で知識の普及を図ります

①適正な体重増加をする妊婦の数を増やします

【妊娠前にやせていた妊婦のうち、出産までの体重増加が適
正な者４１％（平成１７年度市母子保健統計）】
②妊娠高血圧症候群（妊娠中毒症）と妊娠糖尿病の早期

発見に努めます

③妊婦健診時の貧血の割合を減らします

【妊娠２０週未満の妊婦のうち貧血のある者１０．４％、妊娠２０週
以上の妊婦のうち貧血のある者３８．６％（平成１６年度市妊婦健
診結果）】

④育児に支障をきたす産後うつの発生率を減らします

○母親学級を実施します

実施のポイント：妊婦健診結果の学習／妊娠前の体格（やせ・普
通・肥満）に合った出産までの体重増加量の学習／妊娠高血圧症
候群・妊娠糖尿病・妊娠貧血の学習／妊娠中の栄養と食生活習慣
の学習
○妊婦健診結果を分析し、妊婦一人ひとりに合った保健指導を行

います

○低出生体重児を出産した母を対象に聞き取り調査と原因の分析

を行い、母親学級や母子保健関連事業に生かします

○出産後の母を対象に産後の心の状態に関するアンケートと結果

の分析を行い、産後うつの知識の普及を図ります
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標目 【現状値　特記以外は平成１７年度市母子保健統計から】 計画実施

【小児保健分科会】リーダー　大畠雅子（健康推進課保健師）／副リーダー　工藤裕子（額田保育所主任保育士）／委員　小笠原聖華（瓜連保育園副園
長）、山田優佳理（なかデコボコフレンズ）、藤咲富士子（こども課係長）、小橋聡子（福祉課係長）、吽野友美（健康推進課保健師）
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標目 【現状値　特記以外平成１８年度市の健診利用者アンケートから】 計画実施

【虐待予防分科会】リーダー　橋本前子（健康推進課保健師）／副リーダー　萩野谷真（こども課係長）／委員　繁国愛子（ナザレ幼稚園長）、大内榮（民
生児童委員協議会主任児童委員）、助川俊子（地域子育て支援センター長）、村山若葉（健康推進課保健師）、金澤ひろ子（同精神保健福祉士）
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①ゆったりとした気分で子どもと過ごせる時間のある

母親の割合を増やします

【４か月児４２．９％、１歳６か月児５２．５％、３歳児２８．１％】
②育児に参加する父親の割合を増やします

【平日：４か月児３５．７％、１歳６か月児４４．８％、３歳児３２．９％
　休日：４か月児６４．３％、１歳６か月児７０％、３歳児６０．７％】
③子どもと一緒に遊ぶ父親の割合を増やします

【平日：４か月児１７．９％、１歳６か月児２１．２％、３歳児９．９％　
　休日：４か月児５３．６％、１歳６か月児５８．７％、３歳児４７．６％】

④虐待を受けた乳幼児の数を減らします

【９件（平成１７年度市社会福祉課統計）】

⑤生後１か月児の母乳育児の割合を増やします

【４０％（平成１８年度市母子保健統計）】

⑦幼児期（１歳～就学前）の発達障害児の早期発見と早

期支援体制を整備します

⑥乳幼児期の予防接種の接種割合を９５％に増やします

【例：ポリオ８５．８％、三種混合８８．６％】

⑤事故防止対策を実施している家庭の割合を増やします

【１歳６か月児９５％、３歳児８６％（平成１８年度市の健診利用者
アンケート）】

④虫歯のない３歳児の割合を８０％にします

【虫歯のない３歳児　７１．３％】

①幼児期の肥満の割合を減らします

【１歳６か月児１．１％、３歳児１．３％】
②乳幼児期のやせの割合を減らします

【４か月児４．８％、７か月児２．４％、１０か月児１．９％、１２か月児
５．２％、１歳６か月児０．８％、３歳児１．３％】
③食事と生活リズムを改善します

【３歳児の生活状況：７時過ぎの起床６７％、２１時過ぎの就寝７３％、外
遊び時間が２時間未満３６％、テレビ視聴が２時間以上６２％、毎日
ジュースを飲む３１％、１回に食べるご飯の量が茶碗１杯未満３６％】

○乳幼児（０歳～就学前の子ども）の肥満とやせの状況を健診等か

ら把握し、その原因をアンケートにより分析し、学童期の肥満と

やせに移行しないための予防策を検討します

○乳幼児の食事・遊び・生活リズムの状況をアンケートにより分析

し、対策を検討します

○上記を基に関係者が子どもの発達段階に合った知識の普及啓発

を行います

○乳幼児の虫歯予防対策の検討と知識の普及啓発を行います

○乳幼児の不慮の事故の把握（１歳６か月児・３歳児健診、消防等）

と事故防止対策の検討を行い、年齢に合った事故防止策の普及

啓発を行います

○予防接種の知識の普及啓発を行い、未接種児に対する接種勧奨

を行います

○福祉課・学校教育課・こども課・健康推進課・保育所・幼稚園等

の関係者が発達障害児の早期発見と早期支援体制を検討し、体

制を整備します

○母親学級や保健師が行う乳児訪問等で母乳育児の知識の普及啓

発を行います

○乳幼児（０歳～就学前の子ども）のいる家庭を対象にアンケート

を行い、母親がゆったりとした気持ちで子育てできる支援策を

検討します

○妊娠期や乳児期の父親の関わり方の調査を行います

○上記を基に関係者が子育て支援策の実施と知識の普及啓発を行

います

○妊娠期から支援の必要な家庭にかかわり、虐待の予防に努めま

す

○虐待の早期発見・早期対応および虐待発見後の支援体制を整備し

ます



１２

　
「
高
齢
者
虐
待
防
止
・
養
護
者
支
援
法
」
が
平
成　

年
４
月
１

１８

日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
（　

歳
以
上
の
か
た
）
の
虐
待

６５

は
、「
家
族
な
ど
養
護
者
に
よ
る
虐
待
ま
た
は
養
介
護
施
設
従
事
者

に
よ
る
虐
待
」
と
同
法
で
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
こ
と
が
「
虐
待
」
に
な
り
ま
す
。

身
体
的
虐
待　
　
　
　
　
　

・
ベ
ッ
ド
に
し
ば
り
つ
け
た
り
、
過
剰
に
服
薬
さ
せ
た
り
す
る

・ 
叩 
く
、
つ
ね
る
、
殴
る
、
蹴
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る　

な
ど

た
た

介
護
・
世
話
の
放
棄
、
放
任

・
オ
ム
ツ
な
ど
を
放
置
し
て
、
劣
悪
な
環
境
の
状
態
に
し
て
お
く

・
空
腹
、
脱
水
、
栄
養
失
調
の
状
態
に
し
て
お
く　

な
ど

心
理
的
虐
待　
　
　
　
　
　

・
排
泄
な
ど
の
失
敗
に
対
し
て
恥
を
か
か
せ
る

・
子
ど
も
扱
い
す
る
、
怒
鳴
る
、
無
視
す
る　

な
ど

性
的
虐
待　
　
　
　
　
　
　

・
本
人
に
対
し
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
、
さ
せ
た
り
す
る

・
懲
罰
的
に
下
半
身
を
裸
に
し
て
放
置
す
る　

な
ど

経
済
的
虐
待　
　
　
　
　
　

・
本
人
の
不
動
産
、
年
金
、
預
金
な
ど
を
勝
手
に
使
用
す
る

・
お
金
を
渡
さ
な
い
、
使
わ
せ
な
い　

な
ど

　

虐
待
は
、
当
事
者
に
自
覚
が
な
か
っ
た
り
、
本
人
が
家
族
に
遠

慮
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
周
囲
が
気
づ
か
ず
に
い
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
早
期
に
発
見
し
、
第
三
者
が
介
入
す
る

こ
と
で
虐
待
の
深
刻
化
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
応

の
必
要
性
を
感
じ
た
と
き
に
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
高
齢
者
虐
待
防

止
・
養
護
者
支
援
法
で
は
、
虐
待
に
気
づ
い
た
人
は
市
区
町
村
に

通
報
義
務
が
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　

高
齢
者
虐
待
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
「
介
護
疲
れ
」
が
あ
り
ま
す
。

先
が
見
え
な
い
介
護
を
一
人
で
背
負
い
、
心
身
と
も
に
疲
れ
き
っ

て
虐
待
を
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。
介
護
は
一
人
で

担
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
介
護
を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
た
め
に

　

・
専
門
家
、
専
門
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

　

・
地
域
の
人
た
ち
に
声
を
か
け
応
援
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う

　

・
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

・
同
じ
経
験
を
持
つ
か
た
た
ち
と
交
流
し
て
、
悩
み
を
共
有
し

ま
し
ょ
う
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高
齢
社
会
を
迎
え
、
高
齢
者
へ
の
虐
待
や
介
護
者
自
身
の
介
護
疲
れ
、
振
り
込
め
詐
欺
に
代
表
さ
れ
る
悪
質
商
法
な

ど
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
下
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
高
齢
者
の
生
活
上
の
問
題
点

を
知
り
、
高
齢
者
の
尊
厳
と
権
利
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

���������

□　言う事を聞かないので、つい手が出たり、怒鳴ったり、逆に
無視してしまう。

□　物事の良し悪しを分からせるために、叩いたりする。
□　認知症により徘徊をしたり、近所の人に知られたりするの
が恥ずかしいので部屋に閉じ込めておく。

□　介護や世話が大変なので、面倒を見ない。
□　年金手帳、預金通帳などを管理し、本人に無断で使っている。
□　人の前でオムツを替えたり、しばらく裸にしたりしておく。

��������	
��
���
「
虐
待
」
は
無
意
識
に

行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

�
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高
額
な
寝
具
や
浄
水
器
を
売
り
つ
け
た
り
、
不
必
要
な
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
勧
め
た
り
す
る
「
悪
質
商
法
」、
電
話
や
は
が
き
で

金
銭
の
振
り
込
み
を
要
求
す
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど
高
齢
者

が
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
切
な
財
産

を
不
当
に
処
分
さ
れ
た
り
、
本
人
の
意
思
に
反
し
た
遺
産
分
割
が

行
わ
れ
た
り
す
る
な
ど
不
利
益
を
被
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力

が
不
十
分
な
高
齢
者
が
狙
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
権
利
や
財
産
を
守
り
、
悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
公
的
な
し
く
み
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費
生
活
に
つ
い
て
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
消
費
生
活
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ブ
ル
や
相
談
の
受
付

・
情
報
の
提
供
や
助
言
と
解
決
の
た
め
の
支
援

問 
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

�
２
９
８
・
１
１
１
１　

内
線
１
１
９

問 
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

�
２
２
５
・
６
４
４
５

■「
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
「
地
域
福
祉
権
利
養
護
事
業
」
は
、
次
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

・
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
と
利
用
支
援

・
公
共
料
金
の
支
払
い
や
預
貯
金
の
出
し
入
れ
な
ど
日
常
的
な
金

銭
管
理

・
預
貯
金
通
帳
や
印
鑑
、
年
金
証
書
な
ど
大
切
な
書
類
の
保
管

・
日
常
生
活
に
必
要
な
事
務
手
続
き
の
支
援　

問 
那
珂
市
社
会
福
祉
協
議
会　

�
２
９
８
・
８
８
８
１

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
な
ど

に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
十
分
で
は
な
い
か
た
を
法
的
に
支
援
す
る

制
度
で
す
。

・
預
貯
金
の
管
理
、
不
動
産
の
処
分
、
遺
産
分
割
な
ど
財
産
に
関

す
る
助
言
や
支
援
な
ど
財
産
に
関
す
る
こ
と
（
財
産
管
理
）

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
や
施
設
へ
の
入
退
所
の
契
約
、
費

用
支
払
い
、
日
常
生
活
上
の
契
約
な
ど
身
上
に
関
す
る
こ
と

（
身
上
監
護
）

※
成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
本
人
ま
た
は
四
親
等

以
内
の
親
族
が
家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
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成年後見制度は、利用者の状態によって、次のように分
けられます。

������

援　護　者本人の判断能力区分

監督人を選任
することがあ
ります。

成年後見人全くない後見

保佐人特に不十分保佐

補助人不十分補助

本人の判断能力が不十分になったときに、本人に
代わって財産管理などの法律行為を行う人をあら
かじめ自分で決めておく制度です。家庭裁判所が
任意後見監督人を選任したときから、その契約の
効力が生じます。

任意
後見

具体的な方法や費用など詳しい内容については、地域包
括支援センターまでお尋ねください。

○那珂市地域包括支援センター

　（市役所２階）

　�２９８－１１１１　内線２０４ 

○地域包括支援サブセンター

　ゆたか園　�２９５－１２８７ 

　青　燈　会　�２９５－５２８８

　ナザレ園　�２９６－３４０５
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１４

　茨城県生活学校連絡会中央地区研
究集会「食を通じたエコライフ運動」
にJAひたちなか代表理事専務の先
�千尋さんが招かれ１０月２４日、基調
講演を行いました。講演のテーマは
「我が家の食卓を考える」。高齢化や
食物価格高騰に起因する生産現場の
苦境や、食料自給率の止まない低下
傾向などに触れ、「食は明日のいのち
につながる大切なもの。もっと食材
を知りましょう」と述べると、参加
した皆さんは食への関心をさらに高
めていたようでした。

���������	

食を通じたエコライフ運動　講演会

　古徳城跡を守る会が１０月１９日、１１
月１５日の両日、地元の文化財を大切
にしていこうと古徳城跡で整備活動
を行いました。茨城県森林湖沼環境
税事業「平成２０年度茨城県元気な森
林づくり活動支援事業」に認定され
た同会の活動。皆さんは、古徳八景
「 勢 
せい

 揃 
ぞろい

 山 の秋月」石碑、堀跡、静神社
やま

神輿着座盛土台、 宝 
ほう

 筺 
きょう

 印  塔 等に覆い
いん とう

被さっていた篠や木々を協力して手
際よく整備しました。同会は、これ
からも作業を継続的に行い、古徳城
跡を守り続けていきます。

��������	
��
古徳城跡を守る会

■企画課市政情報室広報係

　�２９８－１１１１　内線４３７

　「観察ガイドブック　茨城の海草」
を出版した中庭正人さん（横堀）が
１０月２９日に小宅市長を訪れ、市内小
中学校と市立図書館へ寄贈していた
だきました。掲載されている写真
は、中庭さん自らが水中カメラを
持って海草の写真を撮影しており、
解説付きとなっています。種類は
年々少なくなってきており、１９７５年
には１６４種類確認できたものが、昨年
は１４７種類に減ってしまったとのこ
とです。「子どもたちの刺激になれ
ば」と話していただきました。

��������	
�
中庭正人さん出版本寄贈

　芳野幼稚園では毎朝、保護者のか
たがたが声を掛け合い、自主的に園
庭の掃き掃除や草刈りを行っていま
す。この活動は「ちょっとのボラン
ティア」という意味から皆さんの間
で「ちょボラ」と呼ばれ、今年で３
年目を迎えています。なかには休園
日に草刈りをするかたの姿もあると
のことで、「お母さんがたが熱心に清
掃してくれる姿を子どもたちもうれ
しそうに見ています」と先生も感謝
しきり。情報交換もできるとあって
交流の場にもなっています。

��������	
����
芳野幼稚園PTA「ちょボラ活動」

　市消防本部東消防署で高規格救急
車１台を更新しました。
　この救急車は、最新型の救急用資
機材を搭載し、１０月３１日から運用さ
れています。

������

���������
問い合わせ／市消防本部警防課
　　　　　　�２９５－２１１５

写真①　今回更新された高規格救急車。す
でに救急救命の現場で活躍しています。
写真②　高規格救急車内で救命処置を施す
救急隊員

①

②

自動心臓マッサージ器／自動
式人工呼吸器／携帯型救急モ
ニター／半自動除細動器／吸
引器／ハンドヘルドCO２モニ
ター／血中酸素飽和度測定器
／薬剤（エピネフリン）など

搭載されている
救急用資機材等
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地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。

　那珂市商工会青年部（伊師雄一部
長）は、第４０回茨城県商工会青年部
野球大会で、２１年振りの優勝を勝ち
取り、また、１０月２９日に埼玉県熊谷
市において開催された関東ブロック
野球大会では、激戦に激戦を制し、
初出場で初優勝の栄冠に輝きまし
た。高橋一正監督、島根猛主将を中
心に６月からチームをまとめあげ、
県大会から厳しい試合の連続でした
が、粘り強く勝利を積み重ね、チー
ム一丸となって関東大会優勝まで一
気に駆け上がりました。

��������	

那珂市商工会青年部

　１０月３１日、市総合センターらぽー
るで「おもいっきりテレビ」をはじ
め、多くのメディアに出演されてい
る栄養学博士の落合敏先生を講師に
招き、那珂市健康づくり講演会が開
催されました。高齢者の特性や必要
な栄養、献立づくりのポイントな
ど、「食生活から見た介護予防」を
テーマに行われ、落合さんが実際に
介護した経験談を織り交ぜた分かり
やすい講演に、参加した皆さんは高
い関心を寄せて、これまでの食生活
を見直すよい機会となりました。

��������	
�
那珂市健康づくり講演会

　「親が変われば、子どもも変わる
運動」那珂市推進大会が１１月１５日、
市総合センターらぽーるで開催され
ました。第１部では、４人のかたが
自らの経験に基づいた愛情あふれる
子育て体験を発表しました（写真）。
続く第２部では、茨城県メディア教
育指導員鈴木慶子先生が、インター
ネット機能に特化した最近の携帯電
話が子どもにもたらす危険性につい
て警鐘を鳴らすと、想像を超えるリ
スクの高さに、参加者一同は気持ち
を新たにしていました。

��������	
�
親が変われば、子どもも変わる運動

　秋の全国火災予防運動（１１月９日
から１５日まで）に併せて１１月１０日、
菅谷幼稚園幼年消防クラブ員６１人が
防火パレードを行いました。市消防
本部を出発した子どもたちは、「戸締
り用心、火の用心」と拍子木を打ち
鳴らしながら、沿道の人たちに防火
への備えを訴えました。その後、
ジャスコ那珂町店に到着した子ども
たちが、「跳ね太鼓」の曲にあわせて
寒さを跳ね飛ばす元気一杯の踊りを
披露すると、大勢の観客から拍手が
贈られました。

��������	
����
菅谷幼稚園幼年消防クラブ員防火パレード

　読書の感動を絵画表現することで
読書力や表現力を養う読書感想画コ
ンクールの表彰式が１１月８日、市立
図書館で行われ、１０人の児童が表彰
されました。表彰者は次のとおりで
す。（敬称略）【最優秀賞】「パピー
ウォーカー」勝山佳恵（木崎小）【優
秀賞】�橋美羽（菅谷西小）、山�北
斗（菅谷西小）、秋葉柚花（芳野小）
【優良賞】海老澤藍梨（菅谷西小）、
海老澤瑠維（菅谷西小）、小林拓朗
（瓜連小）、大槻眞美（五台小）、�橋
知宏（木崎小）、住谷祐希（木崎小）

��������
読書感想画コンクール表彰式

　県道城里那珂線整備促進協議
会が１１月７日、茨城県庁で、（仮
称）那珂川新橋の早期完成を橋
本昌茨城県知事に要望しました。
　（仮称）那珂川新橋は、那珂市
と水戸市、城里町を結ぶ重要な
橋であり、橋の完成による交通
アクセスの向上や地域間交流の
発展が期待されています。

��������	
����
���������	
�������������



１６

��������	��

色）
・AC電源ケーブルはコンセントに差
し込んでありますか。

・アンテナはいっぱいに伸ばしてあり
ますか。

電池交換時期について／

・通常は１年に１回程度、電池を交換
してください。

・前面のランプが赤くついたときは、
電池を交換してください。

・本体からピーピーと音が聞こえたと
きは、電池を交換してください。

※古い電池を入れたままにしておく
と、液漏れなどにより装置が故障す
る原因となります。

その他／

・市外へ転居するときや、必要がなく
なったときは、市役所（本庁）生活
安全課または市民課もしくは瓜連支
所へ返却してください。

・戸別受信機は、各世帯、事業所およ
び店舗等に対して市から無償で貸与
しています。なお、放送が聞こえな
かったり、故障したりしたときは、
次までお問い合わせください。

問い合わせ／

市生活安全課  原子力安全・防災係

�２９８－１１１１　内線４４５

　森林法対象の森林を伐採する場合
は、たとえ自分の森林であっても、事
前に市役所に「伐採及び伐採後の造林
届出書」を提出する必要があります。
　届出を怠った場合や、届出内容と異
なる行為をした場合は森林法により罰
せられる場合がありますのでご注意く
ださい。
○「伐採及び伐採後の造林届出書」は、
市農政課に備えてあります。また、

森林を伐採するときは
伐採届出書を提出しましょう

那珂市ホームページからダウンロー
ドすることもできます。

・那珂市ホームページ

　http://www.city.naka.lg.jp/

○「伐採及び伐採後の造林届出書」は、
伐採予定日の９０日～３０日前に提出し
てください。

○届出をする必要がある森林かどうか
は、市農政課で確認できます。

○次のことをする場合は、茨城県知事
の許可が必要です。次までご相談く
ださい。
・保安林の伐採
・１ヘクタールを超える面積の開発
行為

問い合わせ／

市農政課農業振興係

�２９８－１１１１　内線２３６

茨城県県北地方総合事務所林務課

�２３１－２０７９

１０月１５日～１１月１４日（敬称略）

野木利三郎 １０，０００円
やまびこ音楽教室 ３０，０００円
額田　大山智子 ５０，０００円
上下水道部 ６，７２２円
理美容ボランティアの会
 １１，８００円
飛翔NAKA ５，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，７６０人

　（平成２０年１０月末現在・
 前月比４０人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額 ２億４，８７３万円

　（平成２０年１０月・
 前月比２，８３３万円減少）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

� 今月の納税  �

○固定資産税・都市計画税　３期

○国民健康保険税（普通徴収）　６期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 ６期

○介護保険料（普通徴収） ５期

納期限：１２月２５日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納係

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

� 人の動き �

那珂市の人口（１１月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，７４９人 （＋１１）
　女　　　２８，５６９人 （＋１４）
　計　　　５６，３１８人 （＋２５）
世帯数　　２０，４２８世帯 （＋４１）

○出生　３２人
○死亡　４４人

（１０月１日～３１日）
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■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

■ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／１月２０日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階　相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／１月７日（水）、１４日（水）、
２１日（水）、２８日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

日時／１月１４日（水）　９：３０～１１：３０
※前日までにご予約ください。
※定員は２１組です。

場所／

市総合保健福祉センター「ひだまり」
対象者／２歳～就学前のお子さん
内容／歯科衛生士による個別相談

歯垢染め出し・ブラッシング指
導・歯に関する相談

※希望時、身体計測（身長・体重）
や子育てに関する相談（保健師）
もできます。

持ってくるもの／

歯ブラシ（現在使用しているもの）、
コップ、タオル１枚、洗濯バサミ１個、
母子健康手帳
費用／無料
申し込み・問い合わせ／

市総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課母子保健係　�２７０－８０７１

　し尿処理業務の休業は、次のとおり
です。
大宮地方環境整備組合衛生センター／

（し尿処理施設）休業日

１２月３０日（火）～
平成２１年１月４日（日）
問い合わせ／

大宮地方環境整備組合　衛生センター

�０２９５－５２－３５３５

※衛生センター休業期間前後は、し尿
汲み取りの依頼が多くなり、込み合
うことが予想されますので、早めの
申し込みをお願いします。し尿汲み
取りは、次の許可業者に直接お申し
込みください。
○株式会社東邦クリーン工業

　�２９７－０２２０

○常陽資材株式会社　�２９５－３０００

○有限会社那珂設備センター

　�２９５－１８５１

○有限会社中央開発センター

　�２９６－２０７７

　市では戸別受信機を使用して、緊急
時等の情報提供を行っています。
　大切な情報を把握するためにも、日
ごろからの点検および確認をお願いし
ます。
設置場所について／

戸別受信機は、市役所(本庁)側の窓
際などの電化製品からなるべく離し
た位置に設置してください。電波が
入りにくいときは、家の中で設置場
所を変えてください。
放送が聞こえないときは、次のことを

確認してください／

・電源スイッチは入っていますか。
・電源ランプは点灯していますか。（緑

��������
法律相談

こども歯科相談のおしらせ

心配ごと相談

��������

１日　えびすいクリニック（竹ノ内）
�２９５－８８８１

２日　かぼちゃクリニック （横堀）
�３５２－１１０７

３日　小野瀬医院 （後台）
�２９５－２２２１

４日　那珂中央病院 （飯田）
�２９８－７８１１

１１日　水野医院 （西木倉）
�２９８－８０３９

１２日　小豆畑病院 （菅谷）
�２９５－２６１１

１８日　那珂記念クリニック （中台）
�３５３－２８００

２５日　鈴木呼吸器科内科 （中台）
�３５３－２８１１

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ずお持ちください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。 �２４１－４１９９

－ 災害に備えて －
戸別受信機の取り扱いについて

し尿処理業務休業のおしらせ
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問い合わせ 
環境課廃棄物対策係 
２９８－１１１１　内線２５３ 

ごみの減量　できることから始めよう

■お買い物はマイバッグを持っていきましょう！

　那珂市は、茨城県と環境保全茨城県民会議及び大好きい
ばらき県民会議が実施する「マイバッグ運動」に参加して
います。
　那珂市ではスーパーやコンビニなどでもらうレジ袋の使
用量は１年間で約１，４００万枚になります。このレジ袋を原
油に換算すると２８０，０００リットル、排出される二酸化炭素
は５９７．８トンになります。マイバッグを使って、レジ袋の
使用を減らし、原油の節約と地球温暖化の防止に努めま
しょう。
・レジ袋は断って、マイバッグ、マイふろしきを使う
・小物を買う際にはできるだけお店のテープで済ませる
・できるだけ簡易包装で
　（過剰な包装は断ったり、包装を薄くしてもらう）
■不法投棄が増加しています！

　心無い人たちのごみの不法投棄が後を絶ちません。市内
各地に粗大ごみや家電製品、家庭ごみなどが不法投棄され
ています。
○不法投棄は犯罪です

　ごみの不法投棄は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
によって固く禁じられています。個人の場合、５年以下の

� ������������������

懲役または１，０００万円以下の罰金、法人については１億円
� ������������������������������������������

以下の罰金に処せられます。
� ��������������������

　ごみを出す人にはごみを適正に処理する責任があり、守
るべきルールを自分勝手な都合で守らないということは許
されないことです。
　私有地に不法投棄された場合、投棄者が判明しなけれ
ば、土地の所有者または管理者の責任において撤去、処分
をすることになります。土地の所有者、管理者はごみが不
法投棄されないように、日ごろから土地を管理することが
大切です。不法投棄されたごみをそのままにしておくと、
ごみの山となり大規模な不法投棄場所になってしまいます。
　不法投棄している現場を目撃したら、不法投棄者の特徴
や車両のナンバー、場所、種類などを以下まで通報してく
ださい。
※不法投棄された廃棄物は現状のまま通報してください。

■問い合わせ　

　環境課廃棄物対策係　�２９８－１１１１　内２５３

　那珂警察署　　　　　�３５２－０１１０

　※休日や夜間、緊急のときは１１０番（警察）に通報してく

ださい。

中世の文化遺産を訪ねてみましょう。
今回は「 館 

やかた

 跡 」についてです。
あと

■館跡とは

　額田氏や戸村氏、南酒出
氏など城主には、いざ合戦
となると勇躍奮戦した家臣
団がおりました。彼らは棟
梁として一族を従え、大き
な館を構えていました。そ
の館跡が文献や伝承として
伝えられ、市内には宮田氏、平野氏、加藤氏、軍司氏、
木戸氏、戸嶋氏をはじめ約４０の館跡が確認されていま
す。ことに菅谷地区に多いのは、江戸氏と額田氏、佐竹
氏との領域の接点・抗争の前線であったことも背景にあ
りましょうか。ふだんは農業を営んでいたこともあっ
て、水源を確保できる地域に存在しています。また、そ
こは住まいとして適したことから、縄文時代や弥生時代
の住居跡も見いだすことがある複合遺跡ともなっていま
す。地権者の了解を得ながら、訪ねてみるのもロマンの
広がりとなりましょう。
■高野氏館跡

　中宿東遺跡の「高野氏館跡」は平成１８年度に発掘調査
がなされ、単郭でしたが堀と土塁が見事に出現しまし
た。木橋の跡やカマド跡、墓跡、井戸跡、棟跡なども出
土し、当時の生活の様子を
うかがうことができます。
また、古墳時代の遺物であ
る「子持ち勾玉」が出土し
ています。

■問い合わせ

　歴史民俗資料館（那珂総合公園内）

　�２９７－００８０　那珂市戸崎４２８－２

■発掘前の高野館跡
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ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

����

■材料　４人分
鶏もも皮なし肉 …………２４０ｇ　　　　　　
塩 …………………………適宜　　　　　　
こしょう …………………適宜　　　　　　
砂糖 ……………………… 大さじ１と１／３　　
しょう油 …………………小さじ２　　　　
みりん …………………… 小さじ１／３　　　　
酒 ………………………… 小さじ１／２　　　　
酢 …………………………小さじ１弱　　　
水 …………………………大さじ１　　　　
かたくり粉 ……………… 小さじ２／３　　　　
水 …………………………小さじ１強　　　
白ごま ……………………大さじ１　　　　
小松菜 ……………………２把　　　　　　
パプリカ（赤） ……………１個　　　　　　

■作り方
①鶏肉に塩・こしょうで下味をつける。
②ごまは炒って半分ぐらいにする。
③砂糖、しょう油、みりん、酒、水を煮立て、
水溶きかたくり粉でとろみをつける。
④酢と白ごまを入れ、ごまだれを作る。
⑤鶏肉をグリルで焼く
　（フライパンでもよい）
⑥鶏肉は食べやすいように切る。
⑦小松菜は茹でて４cmくらいに切る
⑧パプリカは薄切りにして軽く茹でる。
⑨皿に小松菜とパプリカを敷き、肉を載せご
まだれをかける。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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■鶏肉料理でヘルシーを味わっていただき
たい。たれは、ごまを入れて老化防止に
効果がありますよ。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

杉（運動休養部会）

瀬谷良子さん
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Book
■市立図書館へ行こう！
　●新着図書のご案内

■���������������
●開館時間
平日　　　　　　　９：３０～１９：００
土・日曜日、祝日　９：３０～１７：００

��������	
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父・英哲さん　母・恵子さん
１２月８日生まれ（菅谷）

父・紀明さん　母・麻美さん
１２月１６日生まれ（向山）

父・学さん　母・由嘉さん
１２月２６日生まれ（菅谷）

み
ん
な
で
仲
良
く

た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い

明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ね

明
る
く
健
康
に
育
っ
て
ね

��������� ��

えい た

��������� ���

ひ まり

������
しょう

��� ��

と

����������������
１２月 December １月 January

土金木水火月日

３２１
１０９８７６５４
１７１６１５１４１３１２１１
２４２３２２２１２０１９１８
３１３０２９２８２７２６２５

���������	

【一般図書】
●「午後の音楽」小池真理子／角川書店
●「とんび」重松清／角川書店
●「利休にたずねよ」山本兼一／PHP研究所
●「恋愛嫌い」平安寿子／集英社
●「粗茶を一服」山本一力／文藝春秋
●「星のしるし」柴崎友香／文藝春秋
●「謎手本忠臣蔵（上・下）」加藤廣／新潮社
●「未見坂」堀江敏幸／新潮社
●「ギンイロノウタ」村田沙耶香／新潮社
●「チェーン・ポイズン」本田孝好／講談社
●「ある日、アヒルバス」
 山本幸久／実業之日本社
●「傍聞き」長岡弘樹／双葉社
●「七つの海を照らす星」
 七川迦南／東京創元社
●「花束」木村紅美／朝日新聞出版
 ほか　

����������
なぜ旅に出るのか？
そこに何があるのか？
行けばわかる――。
その土地で出会う人、風景、懐かし
い過去、まだ見ぬ未来を綴る掌編
集。
（PHP研究所ホームページから）
川上健一／PHP研究所

��������������
【月給１００万円】という高給の就職先
を見つけた徳井。しかも刑務所地下
の部屋でモニターを見るだけだとい
う。そしてモニターをのぞき込んだ
徳井が見たものとは、無数の地雷が
埋められた村に住む少年少女だっ
た！
（角川書店ホームページから）
山田悠介／角川書店

土金木水火月日

６５４３２１
１３１２１１１０９８７
２０１９１８１７１６１５１４
２７２６２５２４２３２２２１

３１３０２９２８

休館日　※１２月２８日正午から休館、１月４日午後１時から開館
※

※



広報なか１２月号２１
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ふ
る
さ
と
能
代
の
夏
は
短
く
、

お
盆
を
過
ぎ
る
と
足
早
に
秋
が
、

そ
し
て
せ
っ
つ
く
よ
う
に
厳
し
い

冬
が
続
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
春

の
訪
れ
が
待
ち
遠
し
く
、
ミ
ズ
や

タ
ケ
ノ
コ
な
ど
の
山
菜
取
り
に
夢

中
に
な
り
、
夏
は
こ
れ
を
惜
し
ん

で
祭
り
に
一
年
の
情
熱
を
燃
や
し

ま
す
。

　

祭
り
の
圧
巻
は
「
能
代
ね
ぶ
な

が
し
」
で
す
。
古
代
、
安
倍
比
羅

夫
や
坂
上
田
村
麻
呂
が
蝦
夷
と
の

戦
い
に
用
い
た
灯
ろ
う
が
起
源
と

さ
れ
、
シ
ャ
チ
ホ
コ
を
載
せ
た
城

形
の
灯
ろ
う
を
勇
ま
し
い
笛
や
太

鼓
で
練
り
歩
い
た
あ
と
、
火
を

放
っ
て
大
川
へ
浮
か
べ
る
と
い
う

豪
壮
、
華
麗
な
夏
の
夜
の
祭
り
で

す
。

　
　

月
は
ハ
タ
ハ
タ
の
季
節
で

１１
す
。
ブ
リ
コ
で
膨
ら
ん
だ
大
形
の

八
森
ハ
タ
ハ
タ
の
塩
焼
き
は
絶
品

で
す
。
有
名
な
キ
リ
タ
ン
ポ
も
冬

の
決
定
版
料
理
で
、
ご
飯
を
ち
く

わ
の
よ
う
に
焼
き
、
鶏
の
ダ
シ
で

煮
込
ん
で
頂
く
鍋
料
理
で
す
。
わ

が
家
で
は
ご
飯
を
ま
る
め
て
た
こ

焼
き
器
で
焼
く
方
法
を
編
み
出
し

「
焼
き
ダ
マ
コ
」
と
名
づ
け
、
折
に

触
れ
て
は
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
地
元
で
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

能
代
市
の
自
然
は
、
風
の
松
原

と
水
沢
の
天
然
ス
ギ
保
護
林
に
象

徴
さ
れ
ま
す
。
風
の
松
原
の
中
核

は
樹
齢
２
０
０
年
前
後
の
ク
ロ
マ

ツ
砂
防
林
で
す
が
、
こ
と
ご
と
く

海
か
ら
内
陸
側
へ
傾
い
た
巨
木
の

林
立
に
、
風
雪
に
耐
え
た
歴
史
が

偲
ば
れ
ま
す
。
ま
た
水
沢
保
護
林

で
は
、
樹
高　

メ
ー
ト
ル
の
日
本

５８

一
の
ス
ギ
の
威
容
と
幽
遠
な
林
の

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
本
県
ゆ
か
り
の
佐
竹
藩
の
森

林
政
策
に
よ
る
も
の
で
、
か
け
が

え
の
な
い
遺
産
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

能
代
市
を
基
地
に
郷
土
料
理
を

味
わ
い
、
日
本
の
森
林
、
自
然
を

代
表
す
る
白
神
の
ブ
ナ
林
や
天
然

の
ス
ギ
美
林
、
海
岸
ク
ロ
マ
ツ
林

な
ど
を
体
験
し
、
日
本
海
に
沈
む

夕
日
を
鑑
賞
す
る
エ
コ
ツ
ア
ー
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
感
激

を
共
有
し
た
い
も
の
で
す
。

�

�
面
に
秋
の
蚊
と
ま
り
血
を
無
心 

海　

後　
　
　

甫

背
丈
越
す
芋
に
宿
り
し
露 
転 
ぶ 

益　

子　

春　

子

ま
ろ

瑠
璃
色
を
深
め
小
さ
き
秋
の
蝶 

雨　

宮　

文　

枝

一
群
の
白
鳥
無
事
に
着
水
す 

高　

野　

祝　

子

紅
葉
の
小
径
に
刻
む
万
歩
計 

宇
佐
美　

和　

子

農
魂
を
込
め
し
一
粒
今
年
米 

大　

森　
　
　

滿

晩
酌
の
酒
と
ワ
イ
ン
と
窓
の
月 

飯　

島　

京　

子

池
の
面
に
木
々
そ
れ
ぞ
れ
の
紅
葉
色 

藤　

岡　

み
ち
子

が
ま
ず
み
の
赤
き
実
映
し
水
流
る 

筒　

井　

か
よ
子

名
の
嬉
し
も
み
じ
谷
て
ふ
小
鳥
来
る 

浅　

野　

と
し
子

紅
葉
に
立
て
ば
心
も
染
ま
り
け
り　
 

草　

野　

ゆ
た
か

錦
秋
を
収
め
き
れ
ず
に
切
る
シ
ャ
ッ
タ
ー 

井　

上　

淑　

子

開
店
待
つ
長
い
行
列
空
高
し 

會　

澤　

ち
い
子

【
訂
正
】　

十
月
号　

益
子
春
子
さ
ん
の
句
の
上
五

　
　
　
　

正　

ま
な
か
い
に　
　
　

誤　

ま
か
な
り
に

【俳　句】あせび句会

【短　歌】 白鳥 短歌会
くぐい

赤
い
灯
の
息
づ
き
始
め
る
鉄
塔
の
点
滅
増
え
ゆ
く
夏
の
た
そ
が
れ 

大　

森　
　
　

満

起
き
て
で
て
青
空
仰
ぎ
大
背
伸
び
あ
あ
生
き
て
い
る
朝
の
日
ま
ぶ
し 

草　

野　
　
　

豊

涼
や
か
に
揺
る
る
野
牡
丹 
陽 
に
映
え
て
秋
立
つ
庭
に
紫
散
ら
す 

夷　

針　

利
理
子

ひ

子
供
ら
の
飢
え
い
る
様
を
映
像
に
見
つ
つ
メ
タ
ボ
の
健
診
を
待
つ 

加　

藤　
　
　

要

網
膜
の
記
憶
の
底
の
一
コ
マ
に
い
ま
も
息
づ
く
差
別 
翳 
り 

仲　

沢　

照　

美

か
げ

さ
っ
そ
う
と
短
パ
ン
の
マ
マ
に
手
を
引
か
れ
「
歩
け
な
い
よ
う
」
と
幼
は
ぐ
ず
る

 

中　

崎　

美
登
利

静
読
の
書
斎
に
入
り
来
し
銀
蝿
の
輝
く
飛
翔
に
目
を
奪
は
る
る 

中
井
川　

胤　

文

����

��������
�����
������������

の しろ し

伊藤　忠夫さん／戸崎

■ふるさと一口メモ
　秋田県北西部の日本海沿岸に
位置する。米代川が白神ブナ林
や秋田スギ林などからの豊かな
水を集めて流れ、河口付近には
日本の五大松原「風の松原」が
広がる。周辺の世界遺産、白神
山地や男鹿半島、奇岩連なる日
本海などすばらしい自然と景観
が訪れる人を魅了している。天
然秋田スギを中心とする製材、
加工の木都として、また古くか
ら日本海交易の港として栄えた
歴史のまち。NBAの選手を輩
出するバスケットボールのまち
としても名高い。人口約６２，０００
人。

能代市

▲

秋田県



 

　
読
書
が
好
き
な
私
が
好
奇
心
で
手
に
し

た
本
が
あ
り
ま
し
た
。
行
動
分
析
学
、
夢

分
析
と
、
難
し
い
内
容
で
も
私
を
夢
中
に

し
た
そ
の
本
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
心
理

学
を
深
く
勉
強
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
私
は
今
、
常
磐
大
学
人
間
科
学
部
心

理
学
科
で
学
ん
で
い
ま
す
。 

　
私
の
心
理
学
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
人
間

の
心
理
を
操
る
こ
と
や
催
眠
な
ど
を
連
想

し
て
い
ま
し
た
が
、
蓋
を
開
け
て
み
る
と

臨
床
心
理
、
行
動
心
理
な
ど
幾
つ
も
の
分

野
に
分
か
れ
、
科
学
的
に
分
析
し
て
実
験

も
多
い
こ
と
に
驚
き
、
そ
し
て
更
に
興
味

が
沸
き
ま
し
た
。 

　
心
理
学
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

企
業
戦
略
の
応
用
な
ど
将
来
に
必
ず
役
に

立
つ
知
識
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
よ

り
専
門
的
で
難
し
い
講
義
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
が
、
私
は
大
学
院
へ
進
み
臨
床
心

理
士
の
資
格
取
得
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま

す
。
今
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に

参
加
し
て
病
院
へ
訪
問
を
し
て
お
り
、
学

ん
だ
こ
と
が
人
と
の
触
れ
合
い
の
中
で
活

か
せ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　市の花「ひまわり」が辺り一面
を覆い咲き誇ることで有名な那珂
市のひまわり畑。今年は１１月２日、
３日に行われた「国民文化祭」・
ひまわりフェスティバル２００８に
合わせて咲かせました。 

　秋色に染まる景色の中で、寒空
にも負けず背を高く大きな花を広
げたひまわり。晩秋に咲く珍しい
ひまわりを求めて県外からも大勢
の観光客が訪れ、ひまわりに負け
ない笑顔を見せていました。 

額田北郷　１９歳 

印刷／いばらき印刷株式会社 




